
物価高騰対策

point

一連の取組の成果をどのように捉えているか。

令和７年度

決　算

一連の物価高騰対策で、どのような効果があったか。

※端数処理のため、総数と内訳の合計が一致しない場合があります。

市民１人当たり約 62 万円の歳出

1,095 億円はどう使われた？

繰越金
45億円

諸収入
28億円

使用料・手数料
16億円

財産収入
4億円

繰入金など
33億円

地方消費税交付金など

歳入総額
1,137億円

消防費
49億円

商工費
43億円

農林水産業費
34億円

議会費など
11億円

歳出総額
1,095億円

4 １

令和 7年度の決算を審議する

９月会議

委員会 本会議本会議 本会議

2

９月会議の流れ

　３・６・９・12 月に開催される会議のうち、9 月
会議の内容をお届けします。9 月会議は、主に前年度
の決算を審議する決算議会と称されており、事業の
成果や今後の課題などについて審議しました。
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上越アニバーサリーイヤー

point
03

通年観光

point
02

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

議会は議案のココに注目！

生活者支援では、特に物価高騰の影響を受けやすい所得の少ない世帯
や子育て世帯への支援を重点的に行ったことで、家計負担の軽減が図
られ、暮らしの安心の確保につなげることができた。
事業者支援では、プレミアム付商品券発行事業や省エネルギー設備の
導入などを支援したことで、一定の効果があったと認識している。

　上越市通年観光計画に基づき、直江津屋台会館
と海浜公園を活用し、新たなにぎわいづくりや観
光産業を創出するための収益化のスキーム構築な
どを目指した社会実験が実施されました。

　上越アニバーサリーイヤーの取組は、市町村合
併から 20周年、高田城址公園観桜会と謙信公祭が
共に第 100 回を迎えるなど、8つの節目が重なる
記念すべき年を契機に、ふるさとへの誇りと愛着
を育むとともに、当市の魅力の発信を通じた地域
活性化を目的に実施されました。

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

■ 議員のＱ＆市のＡ ■

取組を通じて、周年事業に関わる団体相互の
連携が深まり、新たなつながりや協力関係が
生まれたほか、市民の皆さんが改めて当市の
歴史や文化に目を向け、その価値を再認識す
る機会になった。

屋台会館等の施設における社会実験によ
り、民間事業者が主体となって事業を継続
できる方策や可能性について、どのように
分析・評価しているか。

民間が自立的な組織として運営していくには
収益面などに課題があるものの、市民向けイ
ベントや企業による展示会など、民間による
創意工夫をいかした施設利用には一定の可能
性を得ることができた。

　食料品や光熱水費等の物価上昇が長期化し、市民生活や地域経済に大き
な影響を及ぼしていたことから、国の交付金等を活用した生活者や事業者
に対する支援策が実施されました。

民生費
344億円

総務費
164億円土木費

158億円

公債費
120億円

教育費
94億円

衛生費
77億円

市税
326億円

地方交付税
287億円

国庫支出金
174億円

県支出金
75億円

市債
69億円

79億円

じょうえつ市議会だより 2026秋じょうえつ市議会だより 2026秋 45


